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1.  はじめに
国連臨時朝鮮委員会（以下 UNTCOK）は、1947 年 11 月 14 日の国連総会決議 112（Ⅱ）に基
づいて組織され、「朝鮮独立問題の協議に参加する朝鮮人代表を選ぶための選挙」を監視する役割
が与えられた。翌 48 年 1 月に UNTCOK はソウルで活動を開始した。予想されていたようにソ





月のうちに 3 度、重要な採決をした。1 度目は 48 年 2 月 27 日、UNTCOK から同問題を回付され
た国連中間委員会（Interim Committee：小総会とも訳される）が南朝鮮単独選挙の監視を認める











 （3）カナダの UNTCOK 参加問題：キング首相の猛反対
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度目は 4 月 28 日に UNTCOK が「自由な雰囲気」の条件が満たされたとして最終的に単独選挙の
監視実施を可決した時である。これらの決定を、米軍政庁は単独選挙を行うこと自体の正当性の根
拠とし、選挙実施が分断政府の樹立宣布につながった。
この 3 度の票決のいずれにおいても、UNTCOK メンバー 8 ヵ国（カナダ、フランス、オースト
ラリア、シリア、エルサルバドル、国民党中国、フィリピン、インド）のうち、カナダだけは南朝
鮮単独選挙の監視に対して賛成票を一度も投じなかった。反対または棄権した。「南朝鮮単独で実
施される選挙の監視は UNTCOK の権限外である」というのが、UNTCOK 参加を決めて以来のカ
ナダの一貫した立場だった。したがって、上記の 3 度目の UNTCOK 決議の内容はカナダの意に
反するものだった。ところが、カナダはその後も UNTCOK に留まることを決め、5 月 10 日に実
施された南朝鮮単独選挙の監視活動に参加した。さらに、UNTCOK 活動報告書が議論された第 3
回国連総会で、カナダは、大韓民国政府を合法政府として事実上承認する米国・オーストラリア・
























第二次大戦が終了したとき、カナダは国力としては世界第 4 位に発展していた 3。当時のカナダ












46 年 9 月に外相を辞任すると同時に、初の専任の外相としてルイ・サンローランが就任し、副外















活動は、戦後カナダ外交の初期の特徴を示すものだろう。1947 年から 48 年にかけて国連で議論さ







国によって 1947 年の第 2 回国連総会に朝鮮問題が上程されるまで、カナダにとって朝鮮問題は利





















































いと推測したからだろう。というのも、この 3 ヶ月前の 47 年 5 月、カナダは国連パレスチナ特別
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連総会は 9 月 23 日、朝鮮問題を議題に加えることを可決した（賛成 41 反対 6）。
カナダ外務省のなかで朝鮮を担当した部局は、Political Ⅲ（American and Far Eastern Division）
だった。朝鮮問題に関しては、A.R. メンジース 16 と D.M. ジョンソンらが調査や立案の中心だった。
実際に朝鮮問題が国連の議題に決まると、すぐさまメンジースはカナダ国連代表のためのメモラン
ダム作成を開始した 17。そうして 1 ヶ月後に「第 2 回国連総会カナダ代表のためのメモランダム：


























国連第一委員会は議論の末に、11 月 5 日、米決議案と、その対案としてソ連代表が提出した二
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つの決議案（①朝鮮人代表の議論参加、② 1948 年初頭の米ソ両軍撤退）が票決にかけられ、米決

























たのが、当時、南京のカナダ大使館顧問を務めていた外務省参事官 G.S. パターソンだった 23。
11 月 14 日、国連総会は、第一委員会から提議された米決議案をそのままの内容で採択した（賛








快諾された 24。パターソン派遣に向けて準備が始まったが、カナダ内閣で UNTCOK 参加について
取り上げられたのは、それから 1 ヶ月近く経った 12 月 18 日のことだった。その日の閣議で、キ
ング首相がカナダの UNTCOK 参加を断固反対し、カナダ代表を任命する枢密院令への署名を拒














同じだと感じていた。47 年 5 月のパレスチナ特別委員会 UNSCOP メンバー入りの際も、キング
は、パレスチナはカナダから遠く離れた問題であり、またそれに関わる英米との関係を考慮して、








統領とキング首相の間で 3 往復の電信が交わされている。米国にとってカナダの UNTCOK 参加





























こうして、東京で最終的な辞令を待っていたパターソンが正式に発令を受け、48 年 1 月 11 日に
ソウルに到着した。UNTCOK 最初の会議の前日だった。パターソンは辞令と同時に外務省から次
のような明確な指示を受けとった 34。
「この UNTCOK を設置した国連総会決議は、朝鮮での民主選挙の実施と national government
の樹立を促進する任務を UNTCOK に与えた。我々はこれを、選挙は全朝鮮のために実施さ
れ、政府は全朝鮮のために樹立されるという意味に解釈する。これは、当然のことながら、





たはこの問題を、あなたが出席する UNTCOK 第 1 回会議で提起すべきだ。［下線、引用者］」
そして、ソ連が協力を拒否したときは、UNTCOK は総会決議に従って中間委員会と協議すべき




とはいえ、カナダがただ形式的に UNTCOK の席に座っていたわけではない。UNTCOK 参加問




3.  UNTCOK の選挙監視とカナダの立場
（1）国連総会中間委員会への回付と米国の疑念
1 月 12 日、エルサルバドル 39 とウクライナを除く各国代表が出席するなか、UNTCOK はソウ





よう努力したことを外務省に報告しており 41、このパターソンの努力は、UNTCOK が 1 月 15 日
に出したコミュニケに反映され、朝鮮の米ソ両軍の司令官に、UNTCOK 議長らの表敬訪問を提案
する同一内容の書簡が送付された。
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域で UNTCOK がその任務を遂行できないことが明白になると、全朝鮮における UNTCOK の活
動を前提としていた国連総会決議 112（Ⅱ）の委任事項の履行に問題が生じた。そこで、「決議 112
（Ⅱ）」に規定されている中間委員会との協議を実施するかどうかについて UNTCOK は議論し、2















































































ところが、ピアソンの期待は完全に外れた。まず 2 月 24 日に、ジェサップ米国連副代表が中間
委員会に以下のような米決議案を提出した。
UNTCOK 議長によって示された見解を念頭におき：
• 1947 年 11 月 14 日の総会決議で示された計画が実行され、そのなかで必要な措置として、
UNTCOK が全朝鮮において、またはそれが不可能であれば、UNTCOK の立ち入り可能な
できる限りの地域で選挙監視を行うことが必要だと考える。
• 朝鮮人が自由と独立を速やかに獲得することについて UNTCOK が協議する相手である朝
鮮人の代表を選ぶために選挙が実施され、national assembly を構成するその代表が朝鮮の
national government を設立することが重要だと考える。

























決議翌日の 2 月 28 日に、ソウルにいた UNTCOK メンバーだけで会議を開き、「UNTCOK は立ち
入り可能な朝鮮の地域で、総会決議の付託条項に従い、中間委員会のアドバイスを考慮して 1948
年 5 月 10 日までに選挙を監視する」と満場一致で「決定」した。選挙日として 5 月 10 日という
具体的な日程が提示されたのも、これが初めてだった。後にパターソンの追求を受けて、この会議
が正式な手続きに則らない「非公式会議」であり、したがってそこでなされた「決定」は法的に意
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明がなされた。しかし、実際には、シュミットからパターソンへの電話の用件は、次回会議の開催
日程（3 月 8 日）の伝達であり、「決定」に合意を求めるような提案は無かったことが後に判明し
た 59。
そして、3 月 1 日（米軍政庁はこの日付にこだわった）、ソウル運動場で催された 3・1 節記念式典で、
持ち回りの UNTCOK 議長代理だった劉馭萬（中国代表）がスピーチし、そのなかでこの広報 33






指示した。UNTCOK が米軍政庁に利用されることを UTCOK 設立当初から懸念してきた。また、
カナダ国連代表部イグナティエフはすぐに、コーディアー国連事務次長補（中間委員会担当）に事
実関係を問い合わせたが、コーディアーは即答できなかった 61。
3 月 8 日、メノンとパターソンがソウルに戻り、中間委員会の決議後初めての公式の UNTCOK












が行われた。すなわち、「3 月 1 日のホッジの声明は UNTCOK の非公式会議




である［傍点筆者］」という内容だった 64。投票の結果、賛成はカナダとインドの 2 票のみで、否
決された（反対 3 票：中国、エルサルバドル、フィリピン、棄権 3 票：オーストラリア、フラン
ス、シリア）。そこで、パターソンは、カナダ政府の指示どおり、「政府から次の指示を受けるまで











た 66。今後、注目を受けないかたちでカナダが UNTCOK を離脱することが、この騒ぎにより一層
難しくなった 67。このことが、その後のカナダの方針についてピアソンの考えに少なからぬ影響を
与えたと考えられる。


































3 月 18 日、カナダ内閣は、ピアソンの主張をそのまま受け入れるかたちで、選挙監視のために







UNTCOK は 4 月に南朝鮮各地で二度の監視活動を実施し、その結果を根拠に 4 月 28 日、先の
決議の条件、すなわち「言論・出版・集会の自由という民主主義的権利が認められ尊重される、自
由な雰囲気が妥当な程度存在する」ことを確認できたとして、選挙日の監視実施を最終的に決議し
た 77。賛成 5、反対 0、棄権 3（カナダ・フランス・シリア）だった。パターソンが棄権票を投じ
たのは、条件が満たされていないという理由からではなく、この決議はもともと UNTOK の 3 月







5 月 10 日の南朝鮮単独選挙の実施を控えて、李承晩勢力や米国はカナダに露骨な圧力をかけた。
















5 月 10 日、南朝鮮単独選挙が実施され、UNTCOK は選挙日の前後 5 日間に選挙監視を実施した。
選挙後、UNTCOK は 5 月 16 日から上海に場所を移して、国連総会に提出する第一報告書の作成
にとりかかることになっていた。パターソンは、その前に、南北指導者会議に参加して平壌からソ
ウルに戻ってきた金九と金奎植の話を聞くべきだと提案し、UNTCOK は 5 月 13 日に金九、金奎植、
呂運弘とそれぞれ面談した 86。パターソンは以前に金奎植に長いインタビューをしたことがあり
（48 年 3 月 25 日）、南朝鮮のどの指導者よりも、金奎植を信頼するようになった 87。南北協商に
関する UNTCOK の姿勢については、南北協商の具体的な動きが始まった 48 年 2 月初めの時点で
UNTCOK のメノン議長と S.H. ジャクソン（オーストラリア代表）が個人的に金九・金奎植と協
議していたが、2 月 11 日の UNTCOK 全体会議で、南北協商は国連総会に委任された UNTCOK
の任務の管轄外であると全員一致で可決して以降は、南北会議の成り行きに注目しつつも、単独選
挙を監視するという UNTCOK の意思決定に反映されなかった 88。
上海での報告書の作成過程は、特に、UNTCOK の見解や結論（あるいは今後の提言）が含まれ
る第 6 章の内容をめぐって紛糾した。UNTCOK が 6 月 7 日に上海を発つまでに完成せず、ソウル
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論に挑んだ 95。ポール ― ボンクールは、同僚のマネが感心するほどの巧みさで議論をリードし、最















後々になって、カナダにとってはむしろ好都合に作用した。第 3 回国連総会で UNTCOK 報告書
を支持する内容の決議案に、カナダは賛成票を投じることができたからだ（後述）100。
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（5）大韓民国政府の樹立宣布とカナダの対応





8 月 6 日、李承晩は大韓民国政府樹立の準備が整ったことを UNTCOK に正式に通知すると同時
に、国連総会決議 112（Ⅱ）に基づいて UNTCOK との協議を要求した。UNTCOK はこの協議要請
への対応を慎重に議論した。総会決議 112（Ⅱ）に従って協議を決定すれば、それは UNTCOK が




だった。カナダ政府の指示がパターソンに届くまで UNTCOK は議論を中断していたが、8 月 14 日、
票決を望む声が多数になり、李承晩政府との協議を賛成多数で可決した（賛成 4、反対 2：インド・
オーストラリア、棄権 1：カナダ）。パターソンはカナダ政府の指示が間に合わなかったため棄権




































































この 9 月末の時点では、カナダはまだ方針を作成中だった。外務省が「第 3 回国連総会カナダ
代表の指針解説」を完成させて、パリのカナダ国連代表に送ったのは、10 月末のことだった 111。
その指針は、すでに 9 月 8 日にカナダ内閣で閣議決定されていた「第 3 回国連総会におけるカナ
ダの全体的な指針」の内容を詳述したものであり、方針の変更はなかった。李政府の承認をめぐる
方針にも変更は無く、すなわち「李政府を国連総会決議に書かれた朝鮮の National Government と
見なさない」とした。もし承認してしまえば、「第 2 回国連総会は全朝鮮の National Government



































なわち、以前の米決議案では、李政府を〈全朝鮮の National Government として承認する〉と解
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釈できる文章があったが、それが削除されたため、カナダとしては了解できる範囲内になったとい















国連総会は、12 月 12 日、米国・オーストラリア・中国共同決議案を 48 対 6 で採択した［国
連総会決議 195（Ⅲ）］121。ところで、同決議は、UNTCOK の活動を引き継ぐ新しい国連委員会
についても定められていた。カナダは新委員会の構想に関して早くから注意深く情報を集めてい
た。UNTCOK 参加をめぐる 1 年前の苦い経験があったからだ。第一委員会で、米国が新委員会
を UNTCOK と同メンバーで設立することを提案し可決されたときは、カナダは棄権票を入れて
やり過ごした。新委員会での活動継続は御免被りたいのがカナダの本心だった。当初カナダは、
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5.  むすびにかえて
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